
第93回薬剤師国家試験の合

格率は76.14％。92回の75.58％、

91回の74.25％から比べると、

一見合格率が高いように見受

けられるが、ここ10年の国家

試験（84回～）の中では、４

番目に低い合格率である。新

卒86.30％という数字は、新卒

の合格率としては平均的な数

字である。

ただし、注目すべきは母集

団、すなわち新卒の総受験者

数である。91回の8455人、92

回の8791人に対し、93回は1万0025人。従来

に比べ1000人以上増加していることになる。

これは、2004年度に新設された薬科大学・薬

学部の新卒者が、今回の国家試験から受験に

加わったことによる結果である。同じ理由か

ら94回国試においても、新卒受験者数の大幅

な増加が認められるはずである。

「その他」の受験者数の合格率は48.96％。

「その他」の受験者の内訳は様々であるが、

既卒がその大部分を占めていると考えられ

る。そう考えるならば、既卒の合格率は約半

分以下ということになる。以前は「その他」

の合格率が50％を超える場合もしばしば見受

けられたが、91回で38.67％と極端に低迷し

てからは、92回の49.05％と50％を切るパタ

ーンが続いている。データ的に見る限り、こ

こ数回の国試では、既卒の方はかなりの苦戦

を強いられているといえよう。

全体的な評価に戻るが、前述の通り93回国

試は“易しい問題と難しい問題の差が激しい

国家試験：平易難解混淆試験”であった。さ

らに前述の通り平易難解混淆試験は、学生に

とって「難しい試験」と判断される。そこで

学生は、今回の試験は「難しい国家試験」と

判断しているようなのだが……。

この判断は、いささか短絡的な判断といえ

よう。なぜなら、この判断では“平易な問題

の存在”が消されてしまっているからである。

本当に今回の国試は、総合的な判断として難

しかったのであろうか？

少なくとも、私も含め私が懇意にしている

先生方は皆一様にしてこう述べている。「難

しい問題も確かにあるが、ほとんどは過去問

題を理解していれば解ける問題である」と。

見る限り、聞く限りにおいては過去問題がベ

ースとなっている問題が多い。ここ数年の国

試に良くあるように、今回も“過去問題と同

じ内容を違う方向から問う問題”が多数出題

されているのだ。過去問題を理解していれば、

十分な得点が期待できるのである。過去問題

を理解しておくことは、国試受験における必

須課題である。

言い換えれば、この必須課題をクリアして

いれば、今回の国試において、そのほとんど

を占めている“平易な問題”はクリアできた

ということになる。恐らく合否の分かれ目は、

ここでついたのではないか？「過去問題はや

りました」という学生のほとんどが、実際は

過去問題をやっていない場合が多い。ただ過

去問題集に目を通しただけ、単に「この問題

はａが○だから（ａ、ｂ）（ａ、ｃ）のどち

らか」と答探しをやっただけ……。これらは、

いずれも誤った過去問題の勉強方法である

（正確には勉強方法とは呼べない代物である

が）。「その問題の内容」「問われている真意」

を一つひとつ把握していくことこそが、過去

問題の正しい勉強方法なのである。

非常に地味であるかもしれないが、物事の

基礎を成す大事な部分は、いつだって地味な、

一見誰にだってできることの繰り返しなので

ある。

大リーグで活躍している松井秀喜選手が重

視している練習は素振りだそうである。そん

な松井選手は素振りに関して次のように述べ

ている。「大事なのは『ただ振る』のではな

く『本番をイメージして振る』こと」と。過

去問題の勉強にもコレは言える。「大事なの

は『ただやったという既成事実を作る』こと

ではなく『問われている内容や真意を把握す

る』こと」であると。やはり、過去問題をし

っかりと勉強することは、何年経とうとも国

試対策の定石であることは間違いないようで

ある。
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国家試験を終えてやってくる学生に「どうだった？」と聞くと、ほとんどの学生が首をかし

げながら「……」。なんとも煮え切らない様子なので「どうなの？」と催促すると「難しかった

です」との答え。学生がこういう反応を示すときは“易しい問題と難しい問題の差が激しい国

家試験”の場合が多い。「どうだった？」と問われた場合、当然ながら易しければ「易しかった」、

難しければ「難しかった」の答えが返ってくる。学生が「……」と首をかしげるのは、「難易度

の差の激しさ」を認識しているからである。その結果「易しかったのか？でも難しい問題もあ

ったし……」と首をかしげる結果となる。そこで、追い討ちをかけて「どうな

の？」と催促すると……。往々にして学生は“問題の難易度の差が激しい試験”

は「難しい試験」と判断する。平易な問題が９割であっても、極端に難しい問題

が１割出題されていたならば、まず学生はその試験を難しい試験と判断する。難

しい問題は、学生に刻み込まれやすい。ましてや、試験中ともなれば「難しい」

という印象は、かなり明確に刻み込まれることになる。難易度が高ければ高いほ

どその傾向は強い。学生が難しい試験と判断するのは「全体的にやや難易度が高

い試験」よりも、「（平易な問題数にはあまり関係なく）難易度の高い問題が出題

された試験」なのである。学生の「難しい試験」の判断基準は“難易度の高い問

題の題数”といった“量”もさることながら“（たとえ題数は少なくとも）その

難易度がいかに高いか”という“質”にその主導権が握られているのである。

第93回薬剤師国家試験　寸評
【基礎薬学】

有機化学、物理化学は難易度的には普通

か、いつもよりやや易しいレベル。分析化

学や生化学に関しても、過去問題を理解し

ておけば解ける問題が多い。しかし、機能

形態学に関しては３題ほど非常に細かい部

分まで問う問題が出題されている。分子生

物学においても、過去問題を理解している

だけでは対応できない、難易度の高い問題

が出題されている。
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